
［成果情報名］四季成り性イチゴ「なつあかり」「デコルージュ」の定植時期と収量性 

[要約］四季成り性イチゴ「なつあかり」「デコルージュ」の冬定植体系は、春定植体系と同等以上の収量

が得られる。冬定植株から６月上旬までに得られる当年苗を定植すると、株当たり収量は「なつあかり」で

200g程度、「デコルージュ」で160g程度が見込める。 
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［分類］技術・参考 
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［背景・ねらい］ 

四季成り性品種「なつあかり」「デコルージュ」は、苗の自家生産により、生産者の作

業体系に合わせた定植時期の設定が可能である。このため、秋採苗後、定植時期の労力分

散が可能な冬定植体系と、従来の春定植体系における収量について、「二槽ハンモック式

気化冷却高設ベンチ」を用いた栽培体系で検討する。さらに、春採苗による当年苗体系の

収量について検討する。 

［成果の内容・特徴］ 

１．「なつあかり」の夏秋どり栽培における収量は、冬定植体系及び冬定植採苗体系とも

春定植体系と同等である（表１）。  
２．「なつあかり」の  当年苗体系における夏秋どり収量は、株当たり 200g 程度が見込め

る（表１）。また、冬定植株から得られる６月上旬までに定植できる成苗数は、株当た

り２苗程度である（表２）。  
３．「デコルージュ」の夏秋どり栽培における冬定植採苗体系は、春定植体系よりも出蕾

花房数がやや多く、可販果収量も増加する（表１）。  
４．「デコルージュ」の当年苗体系における夏秋どり収量は、株当たり 160g 程度が見込め

る（表１）。  
［成果の活用面・留意点］ 

１．当年苗体系では、定植時期が遅くなると収穫期間が短縮し、収量が少なくなるので、

５月上旬までに発生する１次ランナーを鉢受けして育苗し、６月上旬までに定植する

（図１）。 

２．冬定植体系、冬定植採苗体系とも、６月から収穫を開始するため、５月上旬まで花房

摘除処理を行った結果である。  
３．二槽ハンモック気化冷却ベンチを利用するにあたっては、特許権実施許諾契約の締結

が必要である。なお、特許に関する問い合わせ先は、山形県農業総合研究センター研究

企画部（TEL 023-647-3500）である。 



［具体的データ］ 

表１ 出蕾花房数と収量 

外品x 総収穫個数w 可販果v

品種名 年度 区名 個数/株 重量/株 1果重 個数/株 重量/株 個数/株 個数/株 収量/株

(g) (g) (g) (g)

なつあかり 冬定植採苗区u 20.7 24.3 258.8 10.7 5.3 59.4 75.1 108.4 318

冬定植区t 19.8 26.4 291.9 11.1 4.0 39.2 83.8 120.9 331

冬定植採苗区s 16.1 34.1 303.5 8.9 3.4 33.1 69.3 106.8 337

春定植区r 19.0 36.0 323.9 9.0 4.7 48.9 77.4 118.1 373

当年苗区q 11.5 22.7 170.9 7.5 2.8 23.9 49.4 74.9 195

デコルージュ 冬定植採苗区p 27.6 29.3 292.3 10.0 2.5 30.1 73.1 104.9 322

春定植区o 26.0 28.3 265.8 9.4 1.7 21.4 69.2 99.2 289

当年苗区n 17.7 16.1 142.5 8.9 1.6 17.3 42.5 60.2 160

2009

2010

ｚ業務用出荷基準で区分（概観が良好で形状が円錐形で果重7g以上　　ｙ業務用出荷基準で区分優品（外観や形状が劣り、果重7g以上（軟質果、先づ

まり果は外品）　ｘ7g未満の小果、7g以上の変形果、障害果、着色不良果等　w収穫果数（秀品、優品、小玉、外品）の合計　v可販果（秀品、優品）の合

計　u定植日2008年12月15日、収穫期間2009年７月８日～10月６日　t定植日2008年12月15日、収穫期間2009年7月3日～10月６日　s定植日2009年

12月15日、収穫期間2010年６月23日～10月31日　r定植日2010年４月14日、収穫期間６月23日～10月31日　q定植日2010年６月８日、収穫期間７月

22日～10月31日　p定植日2009年12月15日、収穫期間2010年６月25日～10月31日　o定植日2010年４月14日、収穫期間７月５日～10月31日　n定
植日2010年６月８日、収穫期間７月26日～10月31日

2010

秀品ｚ 優品ｙ出蕾花房
数/株

 

 

表２ 「なつあかり」冬定植採苗区の成苗数  
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図１  気化冷却高設ベンチを利用した「なつあかり」「デコルージュ」の夏秋どり

栽培体系  

         （山形県最上総合支庁農業技術普及課産地研究室） 

［その他］ 

研究課題名：四季成り性イチゴの気化冷却高設ベンチを利用した夏秋どり高品質多収高設

栽培技術の確立 

予算区分：交付金プロ（四季成りイチゴ）     

研究期間：2008～2010 年度 

研究担当者：廣野直芳、長澤さゆり、大木淳  

年度
1次ランナー

発生本数z 成苗数y

（本/株） （苗/株）
2009 4.0 2.1

2010 4.3 2.2
z6月上旬までに発生した本数　y6月上旬までに

本葉が2枚以上展開し、根量等で定植可能と判

断された苗数


